
 

第 140 回簿記検定試験答案用紙 
1 級  ① 

商 業 簿 記 
 

 

 

問１ 

(単位：千円) 

ア 10,188 イ 17,200 ウ 16,486 

エ 11,480 オ 27,363   

 

 

問２ 

(単位：千円) 

 借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

1 

繰 越 商 品 

仕 入 

繰 越 商 品 

棚 卸 減 耗 損 

商 品 評 価 損 

252  

10,440  

11,440  

440  

250  

繰 越 利 益 剰 余 金 

繰 越 商 品 

仕 入 

繰 越 商 品 

 

252  

10,440  

11,440  

690  

 

4 

 

株 式 報 酬 費 用 

 

8,500  新 株 予 約 権 8,500  

 

 

問３   

(単位：千円) 

売買目的有価証券  5,300 満期保有目的債券    995 

資 産 除 去 債 務    900 社 債 27,968 

繰 延 税 金 資 産  3,126 1 2 0 繰延税金負債    380 

その他有価証券評価差額金    120 リース資産減価償却費  5,496 

建 物 減 価 償 却 費 14,400 備品(備品Ａ2 グループを除く)  7,850 

備品Ｃの減価償却費  1,650 減 損 損 失  7,190 

関連会社株式評価損    900 法 人 税 等 調 整 額  2,826 

試験地(会議所名) 採 点 欄 

 
 

 

生年月日 昭・平  .  . 
 

氏名 

 

受験 
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採 点 欄 



 

 

第 140 回簿記検定試験答案用紙 
1 級  ② 

会 計 学 
 

 

第１問 

ア イ ウ 

為替換算調整勘定 共通支配下 未認識過去勤務費用 
 

エ オ  

資本連結 後発事象  

 
第２問 

(単位：千円) 

設問１ 設問２ 設問３ 

41,900 38,000 35,700 

 

第３問 

 連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書  

  (単位：千円) 

Ⅰ 営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー  

 営 業 収 入  (        862,800 ) 

 商 品 の 仕 入 れ に よ る 支 出  (       △561,000 ) 

 人 件 費 の ( 支   出 )  (       △125,000 ) 

 そ の 他 の ( 営 業 支 出 )  (       △ 75,300 ) 

 小   計  (        101,500 ) 

 ( 利 息 及 び 配 当 金 の ) 受 取 額  (         2,300 ) 

 利  息  の ( 支   払   額 )  (       △ 2,200 ) 

 法 人 税 等 の ( 支   払   額 )  (       △ 25,800 ) 

 営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー (         75,800 ) 

Ⅱ 投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー  

 有 価 証 券 の ( 取 得 に よ る 支 出 )  (       △ 13,000 ) 

 (有形固定資産の取得による支出 )  (       △  6,000 ) 

 投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー (       △ 19,000 ) 

Ⅲ 財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー  

 (短期借入金の借入による)収入(純額)  (         4,000 ) 

 配 当 金 の 支 払 額  (       △ 34,500 ) 

 非 支 配 株 主 へ の 配 当 金 支 払 額  (       △  800 ) 

 財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー (       △ 31,300 ) 

Ⅳ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 加 額 (         25,500 ) 

Ⅴ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高       (         65,000 ) 

Ⅵ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高       90,500    
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試験地(会議所名) 採 点 欄 

 
 

 

採 点 欄 
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第 140 回簿記検定試験答案用紙 
1 級  ③ 

工 業 簿 記 
 
 

 

 

問１ 180  千円  (  借 方 ・ 貸 方  )差異 

 (注) (   )内は「借方」か「貸方」のいずれかを○で囲みなさい。 

 

問２  50  千円  (  借 方 ・ 貸 方  )差異 

 (注) (   )内は「借方」か「貸方」のいずれかを○で囲みなさい。 

 

問３  製 造 原 価 報 告 書  

   (単位：千円) 

 材 料 費  9,700    

 労 務 費  8,050    

 経 費  (                     8,300  ) 

 計  (                    26,050  ) 

 ( 製 造 間 接 費 配 賦 差 異 )  (                       100  ) 

 当 期 総 製 造 費 用  (                    26,150  ) 

 期 首 仕 掛 品 棚 卸 高  (                     2,260  ) 

 合   計  (                    28,410  ) 

 期 末 仕 掛 品 棚 卸 高  (                     1,005  ) 

 当 期 製 品 製 造 原 価  (                    27,405  ) 

 

問４   260  千円／個  

問５ 1,930  千円  

問６ 6,630  千円  

問７    80  千円  

問８ 2,330  千円  

 

試験地（会議所名） 採 点 欄 

 
 

 

 

受験 

番号 
     

 

採 点 欄 



 

試験地（会議所名） 採 点 欄 

 
 

 

 

第 140 回簿記検定試験答案用紙 
1 級  ④ 

原 価 計 算 
 

 
 

 

問１ 年間撮影件数 842 件 

 

問２    

  (1) 高性能のＣＴスキャン購入案の税引後ネット・キャッシュ・インフロー 

 (単位：千円) 

×7年度末 ×8年度末 除却年度末 

26,745 14,595 18,645 

 

  (2) 高性能のＣＴスキャン購入案の正味現在価値 13,236 千円 

 

問３    
 

①  独立投資案  相互排他的投資案  補完投資案 

②  内部利益率法  回収期間法  正味現在価値法 

③  内部利益率  回収期間  正味現在価値 

④  長  い  短  い 

⑤  現  価  終  価 

⑥    1,324  (万円) 

⑦    4,060  (万円) 

⑧  高性能のＣＴスキャン購入案  普通の性能のＣＴスキャン購入案 
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商業簿記解説(単位：千円) 
 

１ 

繰 越 商 品 252 ／ 繰 越 利 益 剰 余 金 252 

仕 入 10,440 ／ 繰 越 商 品 10,440 

繰 越 商 品 11,440 ／ 仕 入 11,440 

棚 卸 減 耗 費 440  繰 越 商 品 690 

商 品 評 価 損 250    

 

総 平 均 法(×1年度)  総 平 均 法(×2度年) 

期首 100個 ＠80 販売高     期首 150個 ＠80.8 販売高    

8,000   12,120  

仕入高   2,400個 2,350個 ＠80.8  仕入高   2,850個 2,880個 (貸借差額) 

第 1回 1,000個 ＠78 189,880  第 1回 1,250個 ＠84 244,532 

78,000   105,000  

第 2回  800個 ＠82   第 2回  800個 ＠85  

65,600   68,000  

第 3回  600個 ＠84 期末 150個 ＠80.8  第 3回  800個 ＠87 期末 120個 ＠84.9 

50,400 12,120  69,600 10,188 

 

平均単価 8,000＋78,000＋65,600＋50,400 
＝＠80.8 

平均単価 12,120＋105,000＋68,000＋69,600 
＝＠84.90… 

(×１年度) 100個＋1,000個＋800個＋600個 (×2年度) 150個＋1,250個＋800個＋800個 

                                                →＠84.9 

 ×3度年 総平均法の場合の期首商品棚卸高  120個×＠84.9＝10,188 

     先入先出法の場合の期首商品棚卸高  120個×＠87(×2度年の一番最後に購入したもの)＝10,440 

     遡及適用  10,440－10,188＝252(増加) 

 

総 平 均 法(×3年度)  先入先出法(×3年度) 

期首 120個 ＠84.9 販売高     期首 120個 ＠87 販売高   2,990個 

10,188 ← ア   10,440 269,200 

仕入高   3,000個   仕入高   3,000個 期首 120個 ＠87 

第 1回 1,100個 ＠90   第 1回 1,100個 ＠90 10,440 

99,000   99,000 第 1回 1,100個 ＠90 

第 2回 1,000個 ＠92   第 2回 1,000個 ＠92 99,000 

92,000   92,000 第 2回 1,000個 ＠92 

第 3回  900個 ＠88 期末   第 3回  900個 ＠88 92,000 

79,200   79,200 期末 130個 ＠88 

    11,440 
 

原 価：88  
   

商品評価損 

250 

棚卸減耗損 

440 

←期末帳簿棚卸高 

11,440 
正味売却価額：86 

 

期末実地棚卸高 

10,750 

 

 

 

       実地棚卸売価 帳簿棚卸売価  

      125個 130個  

 

 



 

２ 

 売 買 目 的 有 価 証 券 3,500 ／ 有 価 証 券 3,500 

 売 買 目 的 有 価 証 券 700 ／ 有 価 証 券 評 価 損 益 700 
 

 売 買 目 的 有 価 証 券 900 ／ 有 価 証 券 900 

 売 買 目 的 有 価 証 券 200 ／ 有 価 証 券 評 価 損 益 200 
 

 満 期 保 有 目 的 債 券 990 ／ 有 価 証 券 990 

 満 期 保 有 目 的 債 券 5 ／ 有 価 証 券 利 息 5 
 

 そ の 他 有 価 証 券 2,800 ／ 有 価 証 券 2,800 

 そ の 他 有 価 証 券 200  繰 延 税 金 負 債 80 

    その他有価証券評価差額金 120 
 

 関 係 会 社 株 式 1,500 ／ 有 価 証 券 1,500 

 関 係 会 社 株 式 評価 損 900 ／ 関 係 会 社 株 式 900 

 繰 延 税 金 資 産 360 ／ 法 人 税 等 調 整 額 360 
 

  Ａ株式 時価 4,200－簿価 3,500＝700(評価益) 

  Ｂ株式 

ＣＲ： 110円 
Ｂ／Ｓ 1,100 

有価証券評価益 200 
 

ＨＲ： 100円 
  

帳簿価額 

900 

   

    

    

外貨ベースの       ＨＲ ＣＣ  

       9千ﾄﾞﾙ 10千ﾄﾞﾙ  

  Ｃ国債 

償却額 (1,000－990)× 
1年  

＝5 
2年 (当期首から満期日までの期間) 

  Ｄ株式 時価 3,000－簿価 2,800＝200(評価差益) 

      繰延税金負債  200×40％＝80 

      その他有価証券評価差額金  200－80＝120 

  Ｅ株式 実質価額  2,400×25％＝600 

      関係会社株式評価損  1,500－600＝900 

      繰延税金資産  900×40％＝360 
 

３ 

 減 価 償 却 費 9,896  備 品 ( Ａ 1 グ ル ー プ ) 4,000 

    備 品 ( Ａ 2 グ ル ー プ ) 5,496 

    備 品 ( Ｂ ) 400 

 減 損 損 失 7,190  備 品 ( Ａ 1 グ ル ー プ ) 4,000 

    備 品 ( Ａ 2 グ ル ー プ ) 2,990 

    備 品 ( Ｂ ) 200 

 繰 延 税 金 資 産 2,876 ／ 法 人 税 等 調 整 額 2,876 

 備 品 ( Ｃ ) 874 ／ 資 産 除 去 債 務 874 

 減 価 償 却 費 1,624 ／ 備 品 ( Ｃ ) 1,624 

 減 価 償 却 費 26 ／ 資 産 除 去 債 務 26 

 減 価 償 却 費 14,400 ／ 建 物 14,400 
 



 

    備品(Ａ1グループ) 

      減価償却累計額  20,000÷5年＝4,000(1年分) 4,000×2年＝8,000 

      帳簿価額  20,000－8,000＝12,000 

備品(Ａ2グループ) 

      取得原価    リース料の割引現在価値       見積現金購入価額 

  6,000×4.5797＝27,478.2 → 27,478 ＜ 29,000  よって、27,478が取得原価となる。 

      減価償却累計額  27,478÷5年＝5,495.6 → 5,496(1年分)  5,496×2年＝10,992 

      帳簿価額  27,478－10,992＝16,486 ←ウ 

    備品Ｂ(共用資産) 

      減価償却累計額  2,000÷5年＝400(1年分)  400×2年＝800 

      帳簿価額  2,000－800＝1,200 

    備品Ｃ  

      帳簿価額  4,000 

      12,000(備品(Ａ1グループ))＋1,200(備品Ｂ)＋4,000(備品Ｃ)＝17,200 ←イ 
 

    備品(Ａ1グループ) 

      12,000(期首帳簿価額)－4,000(当期償却額)＝8,000(期末帳簿価額) 

      8,000(期末帳簿価額) ＞ 5,000(割引前キャッシュ・フロー) よって、減損の認識あり 

      8,000(期末帳簿価額)－4,000(回収可能価額)＝4,000(減損損失) 

      8,000(期末帳簿価額)－4,000(減損損失) ＝4,000(減損処理後の帳簿価額) 

    備品(Ａ2グループ) 

      16,486(期首帳簿価額)－5,496(当期償却額)＝10,990(期末帳簿価額) 

      10,990(期末帳簿価額) ＞ 10,000(割引前キャッシュ・フロー) よって、減損の認識あり 

      10,990(期末帳簿価額)－8,000(回収可能価額)＝2,990(減損損失) 

      10,990(期末帳簿価額)－2,990(減損損失) ＝8,000(減損処理後の帳簿価額) 

    共用資産を含むより大きな単位での減損損失の認識と測定 

      8,000＋10,990＋(1,200－400)＝19,790(期末帳簿価額) ＞ 15,700(割引前キャッシュ・フロー) 

 よって、減損の認識あり 

      19,790(期末帳簿価額)－12,600(回収可能価額)＝7,190(減損損失) 

      19,790(期末帳簿価額)－7,190(減損損失) ＝12,600(減損処理後の帳簿価額) 

    共用資産が負担する減損損失  7,190－(4,000＋2,990)＝200 

    繰延税金資産  7,190×40％＝2,876 
 

    リース債務の金額 

      ×１年度末  支払利息 27,478×3％＝824.34 → 824 

             リース債務 6,000－824＝5,176 

      ×２年度末  支払利息 (27,478－5,176)×3％＝669.06 → 669 

                    22,302 

             リース債務 6,000－669＝5,331 

      ×３年度末  支払利息 (22,302－5,331)×3％＝509.13 → 509 

                    16,971 

             リース債務 6,000－509＝5,491 

      ×４年度末  支払利息 (16,971－5,491)×3％＝344.4 → 344 

                    11,480 ←エ 

             リース債務 6,000－344＝5,656 



 
 

    備品Ｃ 資産除去債務の計上  

955× 
1 

＝873.96… → 874 
(1＋0.03)3 

      減価償却費 4,000÷3年＝1,333.333… → 1,333 

             874÷3年＝291.333… → 291 

            1,333＋291＝1,624 

      利息費用(減価償却費)  874×3％＝26.22 → 26 

    建物 償却率  1年/10年×200％＝0.2  減価償却費  72,000×0.2＝14,400 

 

４ 

 株 式 報 酬 費 用 8,500 ／ 新 株 予 約 権 8,500 
 

20×(1,000個－150個)× 
9ヶ月 

＝6,375(前期計上分) 
 

24ヶ月  

20×(1,000個－150個)× 
9ヶ月＋12ヶ月 

－6,375＝8,500 
 

24ヶ月  
 

５ 

 社 債 利 息 900 ／ 現 金 預 金 900 

 社 債 利 息 605 ／ 社 債 605 
 

    取得原価 ＠89.3×300千口＝26,790    券面金額 ＠100×300千口＝30,000 

      ×２年度末  クーポン利息 30,000×3％＝900 

             実効利息 26,790×5.5％＝1,473.45  → 1,473 

             当期償却額 1,473－900＝573 

      ×３年度末  クーポン利息 30,000×3％＝900 

             実効利息 (26,790＋573)×5.5％＝1,504.965  → 1,505 

                    27,363 ←オ 

             当期償却額 1,505－900＝605 
 

６ 

 法 人 税 等 3,500 ／ 未 払 法 人 税 等 3,500 
 

８ 

 法 人 税 等 調 整 額 360 ／ 繰 延 税 金 資 産 360 

 

法人税等地要請額 

Ｔ/Ｂ 繰延税金負債 300 Ｔ/Ｂ 繰延税金資産 250 

８より 360 ２より 360 

期末残高 2,826 ３より 2,876 

 3,486  3,486 

 



 

会計学解説 

第２問 

  設問１ その他資本剰余金＋その他利益剰余金(利益準備金＋繰越利益剰余金) 

      9,800＋9,500＋22,600＝41,900 

  設問２ 剰余金－(評価・換算差額等(借方残高)＋自己株式の帳簿残高) 

      41,900－(1,500＋2,400)＝38,000 

  設問３ 剰余金－(のれん等調整額＋評価・換算差額等(借方残高)＋自己株式の帳簿残高) 

      のれん等調整額＝資本等金額(資本金＋資本準備金＋利益準備金)－ (のれん×1/2＋繰延資産) 

      資本等金額 (39,000＋1,900＋3,800＝44,700 

      のれん×1/2＋繰延資産 72,000×1/2＋11,000＝47,000 

      のれん等調整額 47,000－44,700＝2,300 

      41,900－(1,500＋2,400＋2,300)＝35,700 

  

第３問 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

直接法(単位：千円) 

  営業収入 833,000＋29,800＝862,800 

売 掛 金  貸倒引当金  

期首    110,000 営業収入  貸倒     200 期首     2,300 

P/L 売上高         833,000    

     870,000 貸倒     200  期末     2,800 P/L 繰入    700 

 期末    

    146,800    

 

受取手数料  

期首未収  2,800 営業収入 

P/L           29,800 

      29,200 期末未収   2,200 

 

  商品の仕入による支出  561,000 

買 掛 金  商   品  

商品の仕入支出 期首     65,200  期首     35,000 P/L 売上原価 

        561,000 仕入  仕入         611,000 

期末   103,200         599,000          599,000 期末    23,000 

 

  人件費の支出 125,000 

給   料 

人件費の支出 期首未払   3,500 

          125,000 P/L 

期末未払   4,500          126,000 

 

  その他の営業支出 P/Lその他営業費用 83,550－減価償却費 8,250(減価償却累計額勘定より)＝75,300 

 

  利息及び配当金の受取額  2,300 

受取配当金  

期首未収   300 収入 

P/L            2,300 

       2,500 期末未収    500 



 

 

  利息の支払額 2,200   

支払利息 

支出 期首未払     400 

           2,200 P/L 

期末未払    200            2,000 

 

  法人税等の支払額 25,800 

法人税等  

支出 期首未払  25,800 

          25,800 P/L 

期末未払  34,800           34,800 

 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 

  有形固定資産 

備   品  減価償却累計額 

期首    25,000 売却  売却 期首      29,000 

支出           －            － 減価償却費 

       6,000 期末     31,000  期末     37,250     8,250 

 

   投資有価証券 

投資有価証券 

期首    40,000 売却 

支出           － 

      13,000 期末    53,000 
 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 

  短期借入金 

借 入 金 

返済 期首      23,000 

          － 借入 

期末    27,000        4,000 

  
 

  配当金の支払額 

  Ｐ社の配当金 34,500 

 

  非支配株主への配当金支払額 

  Ｓ社の配当金 4,000×20％＝800 
 
 
 

 



 

工業簿記解説(単位：千円) 

 問１ 

材   料   

期首棚卸高 当期実際消費高(貸借差額)   

500   当期予定消費高 

仕 入 高 9,880   9,700(仕掛品勘定より) 

         10,000   材料消費価格差異 

    9,700－9,880＝ 

   180(不利差異) 

 期末棚卸高   

 帳簿残高 62kg ＠10  620  実際有高 61g ＠10   610 

                     棚卸減耗 620－610＝10 

 

 問２ 

賃金・給料   

当期支払高 期首未払高   

    

 当期予定消費高   
 

 直接労務費     6,050 ←仕掛品勘定より 

 間接労務費     2,000 ← 8,050 (答案用紙より)－6,050 

期末未払高 
 前Ｔ/Ｂ 210 

  

260   

  賃率差異 50(不利差異) ←210－260＝△50  

 

 問３ 

製造間接費   

当期実際発生額    当期予定配賦額   

10,300 (貸借差額) 10,400    
 

 

間接労務費     2,000      

経   費   8,300     

(差額)    

製造間接費配賦差異 
 前Ｔ/Ｂ 100 

  

100(有利差異)     

 

 問４ 

  工場側 製品勘定の残高 1,560÷6個＝＠260 /個 

 

 問５ 

売 上 高  28,560   

売 上 原 価  26,520 棚卸減耗引当金勘定残高－当期実際発生額  

棚卸減耗引当金戻入 (＋) 20 ←30－10  

製造間接費配賦差異 (＋) (有利差異) 100   

材料消費価格差異 (－) (不利差異) 180   

賃 率 差 異 (－) (不利差異)  50   

工 場 当 期 損 益  1,930   

 



 

 問６ 

販 売 費  2,300  

一 般 管 理 費  3,810  

減 価 償 却 費  400  

貸 倒 引 当 金 繰 入  20 ←3,000×2％－40 

本 社 未 払 販 売 費 (＋) 200  

本社前払一般管理費 (－) 100  

合   計  6,630  

 

 問７ 

   ( 内部振替価格 ＠280－工場製品単位原価＠260 )×4個＝80 

 

 問８ 

売 上 高    35,000  

売 上 原 価      

期 首 製 品 棚 卸 高  560    

当 期 製 品 製 造 原 価  28,560    

計  29,120    

期 末 製 品 棚 卸 高  1,120  28,000  

差 引  (＠280×4個)  7,000  

内 部 利 益 戻 入    110  

内 部 利 益 控 除    80  

売 上 総 利 益    7,030  

販売費及び一般管理費    6,630  

税 引 前 営 業 損 益    (本社) 400 ＋(工場) 1,930＝2,330 

      

 

 

 

 



 

原価計算解説 

 

問１(単位：千円) 

  ＜普通の性能のＣＴスキャンを購入した場合＞ 年間撮影件数をＸ件とする。 

 現 在(Ｔ0)  １年後(Ｔ1)  ～  ６年後(Ｔ6)  

 (X7年度期首)  (X7年度度末)    (X13年度度末)  
         

   ⑥    950    ⑥    950  

   ⑤  1,235    ⑤  1,235  

in   ②   15Ｘ    ②   15Ｘ  

out ① 30,000  ③ 2.85Ｘ    ③ 2.85Ｘ  

   ④  6,500    ④  6,500  

         

 △ 30,000  ＋ 12.15Ｘ－4,315  ～  ＋ 12.15Ｘ－4,315  
 

現 在  △  30,000 

1年後～6年後 (＋ 12.15Ｘ－4,315)×5.0756＝ ＋ 61.66854Ｘ－21,901.214 

正味現在価値  0 

６年の年金現価係数：0.9524＋0.9070＋0.8638＋0.8227＋0.7835＋0.7462＝5.0756 

     △30,000＋61.66854Ｘ－21,901.214＝0 

     61.66854Ｘ＝51,901.214 

         Ｘ＝841.615…件 → 842件 
 

   ① 取得原価 

   ② 収入 15,000円×Ｘ件＝15Ｘ 

   ③ 収入に対する法人税増加額 15Ｘ×19％＝2.85Ｘ 

   ④ 稼働費 6,500 

   ⑤ 稼働費に対する法人税節約額 6,500×19％＝1,235 

   ⑥ 減価償却費に対する法人税節約額 30,000÷6年＝5,000  5,000×19％＝950 

 

問２(単位：千円) 

  ＜高性能のＣＴスキャンを購入した場合＞ 

 現 在(Ｔ0)  X7年・X9年・X11年  X8年・X10年・X12年  10年後(Ｔ10)  

 (X7年度期首)  X13年・X15年度末  X14年度末  (X16年度度末)  
         

     ⑩   2,850  ⑫   1,900  

   ⑧   3,040  ⑧   3,040  ⑧   3,040  

   ⑥   2,850  ⑥   2,850  ⑥   2,850  

   ⑤   3,800  ⑤   3,800  ⑤   3,800  

in   ②  65,500  ②  65,500  ②  65,500  

out ① 150,000  ③  12,445  ③  12,445  ③  12,445  

   ④  20,000  ④  20,000  ④  20,000  

   ⑦  16,000  ⑦  16,000  ⑦  16,000  

     ⑨  15,000  ⑪  10,000  

         

 △ 150,000  ＋ 26.745  ＋ 14,595  ＋ 18,645  
 



 
 

現  在  △ 150,000      

X7年度末～X16年度末 ＋ 26,745×7.7216＝  ＋ 206,514.192  

X8年・X10年・X12年・X14年度末 (＋ 2,850－15,000)×3.1527＝ △  38,305.305  

X16年度末 (＋ 1,900－10,000)×0.6139＝ △   4,972.59   

正味現在価値  ＋  13,236.297 → ＋ 13,236 

10年の年金現価係数： 

0.9524＋0.9070＋0.8638＋0.8227＋0.7835＋0.7462＋0.7107＋0.6768＋0.6446＋0.6139＝7.7216 

X8年・X10年・X12年・X14年の年金現価係数：0.9070＋0.8227＋0.7462＋0.6768＝3.1527 
 

   ① 取得原価 

② 収入 単純撮影 17,500円×1,000件＝ 17,500 

     造影撮影 30,000円×1,600件＝ 48,000 

 65,500 

   ③ 収入に対する法人税増加額 65,500×19％＝12,445 

   ④ 稼働費 20,000 

   ⑤ 稼働費に対する法人税節約額 20,000×19％＝3,800 

   ⑥ 減価償却費に対する法人税節約額 150,000÷10年＝15,000  15,000×19％＝2,850 

   ⑦ 造影撮影の追加コスト 10,000円×1,600件＝16,000 

   ⑧ 造影撮影の追加コストに対する法人税節約額 16,000×19％＝3,040 

   ⑨ メンテナンスコスト 15,000 

   ⑩ メンテナンスコストに対する法人税節約額 15,000×19％＝2,850 

   ⑪ 10年後の除却コスト 10,000 

   ⑫ 10年後の除却コストに対する法人税節約額 10,000×19％＝1,900 

 

問３(単位：万円) 

  ＜普通の性能のＣＴスキャンを購入した場合＞ 

 現 在(Ｔ0)  １年後(Ｔ1)  ～  ６年後(Ｔ6)  

 (X7年度期首)  (X7年度度末)    (X13年度度末)  
         

   ⑥    95    ⑥    95  

   ⑤  123.5    ⑤  123.5  

in   ② 2,250    ② 2,250  

out ① 3,000  ③ 427.5    ③ 427.5  

   ④   650    ④   650  
         

 △ 3,000  ＋ 1,391  ～  ＋ 1,391  
 

現 在  △ 3,000       

1年後～6年後 ＋ 1.391×5.0756＝  ＋ 7,060.1596  

正味現在価値   ＋ 4,060.1596 → ＋ 4,060 

６年の年金現価係数：0.9524＋0.9070＋0.8638＋0.8227＋0.7835＋0.7462＝5.0756 
 

   ① 取得原価 

   ② 収入 15,000円×1,500件＝2,250 

   ③ 収入に対する法人税増加額 2,250×19％＝427.5 

   ④ 稼働費 650 

   ⑤ 稼働費に対する法人税節約額 650×19％＝123.5 

   ⑥ 減価償却費に対する法人税節約額 3,000÷6年＝500  500×19％＝95 


